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【提出日】令和2年10月1日(2020.10.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の一般式：
Ｒ1－Ｚ－Ｒ2

（前記式中、
　Ｒ1は、Ｈ－、Ｃ1-4アルキル、アセチル、ホルミル、ベンゾイル、トリフルオロアセチ
ル又はｐＧｌｕであり、
　Ｒ2は、－ＮＨ2又は－ＯＨであり、そして
　Ｚは、
　　Ｙ－Ａｉｂ－ＱＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＫ－Ｋ（［１７－カルボキシ－ヘプタデカ
ノイル］－イソＧｌｕ－Ｐｅｇ３－Ｐｅｇ３）－ＡＱＲＡＦＶＥＷＬＬＡＱＧＰＳＳＧＡ
ＰＰＰＳ、
　　Ｙ－Ａｉｂ－ＱＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＫ－Ｋ（［１７－カルボキシ－ヘプタデカ
ノイル］－イソＧｌｕ）－ＡＱＲＡＦＶＥＷＬＬＡＱＧＰＳＳＧＡＰＰＰＳ、
　　Ｙ－Ａｉｂ－ＱＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＫ－Ｋ（オクタデカノイル－イソＧｌｕ－
Ｐｅｇ３－Ｐｅｇ３）－ＡＱＲＡＦＶＥＷＬＬＡＱＧＰＳＳＧＡＰＰＰＳ、
　　Ｙ－Ａｉｂ－ＱＧＴＦＴＳＤＹＳＩＡＬＥＫ－Ｋ（オクタデカノイル－イソＧｌｕ－
Ｐｅｇ３－Ｐｅｇ３）－ＡＱＲＡＦＶＥＷＬＬＡＱＫ、及び
　　Ｙ－Ａｉｂ－ＱＧＴＦＴＳＤＬＳＩＡＬＥＫ－Ｋ（オクタデカノイル－イソＧｌｕ－
Ｐｅｇ３－Ｐｅｇ３）－ＡＱＲＡＦＶＥＷＬＬＡＱＫ、
から選択されるペプチドである）により表される配列を含む、グルカゴン－ＧＬＰ－１－
ＧＩＰトリプルアゴニスト化合物又はその医薬上許容される塩もしくは溶媒和物。
【請求項２】
　請求項１に記載のトリプルアゴニスト化合物又はその医薬上許容される塩もしくは溶媒
和物をキャリアとの混合物として含む、医薬組成物。
【請求項３】
　注射又は注入による投与に適する液体として製剤化され、又は、前記トリプルアゴニス
ト化合物の徐放を起こさせるように製剤化される、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　医療処置の方法における使用のための、請求項１に記載のトリプルアゴニスト化合物又
はその医薬上許容される塩もしくは溶媒和物。
【請求項５】
　代謝疾患の治療及び／又は予防方法における使用のための、請求項１に記載のトリプル
アゴニスト化合物又はその医薬上許容される塩もしくは溶媒和物。
【請求項６】
　前記代謝疾患は糖尿病もしくは糖尿病関連疾患又は肥満もしくは肥満関連疾患である、
請求項５に記載の使用のためのトリプルアゴニスト化合物。
【請求項７】
　糖尿病関連疾患はインスリン抵抗性、グルコース不耐性、空腹時グルコース増加、糖尿
病前症、１型糖尿病、２型糖尿病、妊娠糖尿病、高血圧症、脂質異常症、骨関連疾患又は
それらの組み合わせである、請求項６に記載の使用のためのトリプルアゴニスト化合物。
【請求項８】
　糖尿病関連疾患は、骨折の危険性の増加を含む骨粗しょう症である、請求項７に記載の
使用のための、ＧＩＰ類似体又はその医薬上許容される塩もしくは溶媒和物。



(3) JP 2020-45362 A5 2020.11.12

【請求項９】
　糖尿病関連疾患はアテローム性動脈硬化症、動脈硬化症、冠動脈心疾患、末梢動脈疾患
、脳卒中であり、又は、アテローム生成脂質異常症、血液脂肪障害、血圧上昇、高血圧症
、血栓形成促進性状態及び炎症促進性状態に関連する状態である、請求項６に記載の使用
のためのトリプルアゴニスト化合物。
【請求項１０】
　血液脂肪障害は高トリグリセリド、低ＨＤＬコレステロール、高ＬＤＬコレステロール
及び動脈壁におけるプラークの蓄積、又はそれらの組み合わせである、請求項９に記載の
使用のためのトリプルアゴニスト化合物。
【請求項１１】
　前記血栓形成促進性状態は、血液中の高フィブリノーゲンレベル及び血液中の高プラス
ミノーゲン活性化因子阻害剤－１レベルを含む、請求項１０に記載の使用のためのトリプ
ルアゴニスト化合物。
【請求項１２】
　炎症促進性状態は血液中の上昇したＣ－反応性タンパク質レベルを含む、請求項１０に
記載の使用のためのトリプルアゴニスト化合物。
【請求項１３】
　肥満関連疾患は肥満関連炎症、肥満関連胆嚢疾患又は肥満誘発性睡眠時無呼吸症である
か、又は、肥満関連疾患はアテローム生成脂質異常症、血液脂肪障害、血圧上昇、高血圧
症、血栓形成促進性状態及び炎症促進性状態又はそれらの組み合わせから選ばれる状態に
関連していることができる、請求項９に記載の使用のためのトリプルアゴニスト化合物。
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